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 要  旨 
 
アルミニウムを適当な条件で陽極酸化して得られるアルミナ酸化膜に
は、直径が10～数100nmのナノホールが規則的に配列することが知られて
いる。このアルミナをSi基板上に表面に作製することで、Si集積プロセス
における低コストなナノ微細加工技術として応用できる。 
また最近、有機溶液の電気分解による液相での堆積で簡単にダイヤモン
ドライクカーボンを含むカーボン質薄膜が作製できるとの報告がある。ダ
イヤモンドライクカーボンの周期的なナノ構造はフィールドエミッション
デバイスの応用に、カーボンナノチューブやカーボンナノファイバーの周
期的なナノ構造は大容量の負極材料で燃料電池の電極へ、高い水素吸蔵能
力を示す燃料電池用水素吸蔵材料であり水素吸蔵材料へ、伝導性付与材料
として複合材料へ、半導体、集積回路の高密度化などが可能であるため集
積回路（IC）へと、さまざまな応用に利用可能である。 
本研究では、Si基板上にアルミナ薄膜を作製し、有機溶液の電気分解に
よるナノホール内への堆積で、Si基板上にナノピラーを作製した。基板に
はP型Siを用い、アルミニウム薄膜を1.0×10-4Paで熱蒸着により堆積し、そ
のアルミニウム薄膜を50V～80Vで陽極酸化し、直径約90nmのナノホール
の配列を作製する。次に、エタノール溶液を用い、電圧500V～2000Vで電
気分解を行って、作製したSi基板上のアルミナ薄膜中のナノホール内に堆
積した。最後にリン酸とクロム酸の混合溶液でアルミナ薄膜をウェットエ
ッチングし、Si基板上にナノピラーを作製した。FE－SEMでの観察により、
直径がアルミナナノホールと同じ90nmのナノピラーが確認され、構造は円
柱状のロッド構造ではなく、円筒状のチューブ構造を形成していることが
分かった。また、このとき形成された物質をFT－IRによって分析したとこ
ろ、2000Vで堆積した場合にはアモルファスカーボンが、1000Vで堆積した
場合には有機物が堆積していることが分かった。Si基板上に形成したアル
ミナ薄膜をテンプレートとして用いた、有機溶液の電気分解によってカー
ボン質のチューブ状ナノピラー配列の作製に成功した。 
 
 
